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神様の切符 

―オリオン座の子供たち― 

 

作・絵 いとうふみか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



こうだいに広
ひろ
がる草

くさ
むらの中

なか
に、ぽつんと一つ

ひとつ
さびたきしゃがありました。

これは、そこに住
す
んでいた少年

しょうねん
たちのお話

はなし
です。  

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おーいノア！いつまで絵
え
をかいているんだ。くつみがきの時間

じかん
だろ

う？そろそろいくぞ！」 

そう言
い
った少年

しょうねん
はブラントン。彼

かれ
は金色
こんじき

のかみの毛
け
に大
おお
きめのぼ

うしをふかくかぶっています。そこからのぞいている目
め
は青
あお
く、まる

でよぞらに光
ひか
るシリウスの星

ほし
のようです。 

「まってブラントン。あと少
すこ
しで絵

え
がかんせいするんだ！」 

 

 

 

 

決
けっ
して きえることのない 

あたたかく つよく かがやく光
ひかり

 

あの光
ひかり
みたいだったアイツと 

だれもがもっているこころの光
ひかり

 

 

それについて きみは絵
え
を。 

 ぼくは はなしを かいてみようか。 

 

                      

                   オリオン座の子供たちより 

 

 

 



三人
さんにん

のであいはぐうぜんでした。 

さびたきしゃの中にさいしょに居
い
たのはチャーリーでした。その次

つぎ

にブラントン、ノアとつづいてやってきたのです。 

 

 

たいようが高
たか
くのぼるころ、ノアとブラントンはえきにきていまし

た。二人
ふたり
はえきでくつみがきのしごとをしています。ブラントンがえ

きにくるおとなたちに声
こえ
をかけ、ノアがくつをゴシゴシとみがいてい

きます。 

その間
あいだ
にチャーリーは市場

いちば
でお金

かね
になりそうなビンをあつめていき

ます。そしてその日
ひ
かせいだお金

かね
で、かえり道

みち
にパンをかうのです。 

夕方
ゆうがた

になり、いそいそとかえるおとなたちを見
み
ながら、ノアとブラ

ントンもかえりじたくをはじめました。 

すると… 

ボオオオー！！ えきから大
おお
きな音

おと
がきこえてきます。 

「お！ノア見
み
てみろよ。今

いま
きたのはマンチェスター行

い
きのきしゃだ」 

「へえ！ブラントンよく知
し
っているね」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノアとよばれた少年
しょうねん

はこたえました。 

ノアは黒
くろ
いくるくるのかみの毛

け
に茶色
ちゃいろ

の目
め
です。 

ふくはボロボロで首
くび
には赤

あか
いスカーフをまいており、その色

いろ
だけがめだちます。

としはブラントンよりも少
すこ
しだけおさないいんしょうです。 

「さっきもそう言
い
ってただろう？なあ、チャーリーもなにか言

い
ってくれよ！」 

ブラントンはためいきをつきながら赤毛
あかげ
のチャーリーを見

み
ました。 

「ノアのこと、まってあげれば？」 

チャーリーは本
ほん
から目

め
をはなさず、ぽつりとこたえました。 

「しょうがないなあ、分
わ
かったよ！」 

チャーリーにそう言
い
われ、ブラントンはやれやれとノアをまつことにしました。 



いつもの住
す
みかにかえると、チャーリーがあつめたたくさんのビン

がおいてありました。 

「おお！よくこんなにあつめたなあ！」 

「今日
きょう
は近
ちか
くでおまつりがあったからね。 

それよりノアにわたしたいものがある」 

チャーリーはそう言
い
うとかばんから 

古
ふる
びたノートをとりだしました。 

「このノート、どうしたの？」 

ノアはチャーリーを見
み
つめます。 

「ひろったから、あげる」 

「わあ！ありがとうチャーリー！」 

ノアは大
おお
よろこびして、ノートをぎゅっとだきしめました。 

これでまた絵
え
がえがけます。 

「くつみがきサボるなよ？お？今日
きょう
は星
ほし
が見

み
えそうだ！」 

三人
さんにん

は外
そと
に出

で
て、さびたきしゃのやねの上

うえ
にのぼります。よぞらを

見上
み あ
げると明

あか
るくかがやく三

み
つ星
ぼし
がありました。あれはオリオン座

ざ
の

三
み
つ星
ぼし
です。その星

ほし
はまるで三人

さんにん
のようになかよくならんでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ああ、おれはいつかあのきしゃに乗
の
って、マンチェスターに行

い
くのさ！」 

「行
い
ってどうするの？」 

「鉄道員
てつどういん

になるんだ。あの町
まち
はここよりもきしゃがたくさんくるんだ！」 

ブラントンはかぶっていたぼうしを手
て
にとり、くるくると回

まわ
します。 

「ブラントン、きしゃが好
す
きだもんね。きっとなれるよ！」 




